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地
方
創
生
総
合
戦
略
に
於
け
る
人
口
減
対
策

と
豊
頃
町
第
４
次
総
合
計
画
の
関
わ
り
は

Ｑ
　
国
の
地
方
創
生
施
策
を
町
長
は
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
が
進
め
る
地
方
創
生
に
関
す
る
諸
課

題
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
課
題
と
し
て
以

前
か
ら
第
４
次
総
合
計
画
の
中
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
回
の
施
策
を
受

け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
口
減
少
対
策

を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

Ｑ
　
我
が
町
の
人
口
推
計
は

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
人
口
問
題
研
究
所
で
は
、
豊
頃

町
の
人
口
が
10
年
後
に
は
２
４
９
８
人
、

30
年
後
に
は
２
０
４
５
人
、
45
年
後
の

２
０
６
０
年
に
は
１
０
１
２
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ
　
人
口
減
を
食
い
止
め
る
既
策
と
今
後

の
対
策
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
人
口
減
の
対
策
で
は
、
民
間
賃
貸
住
宅

の
建
設
や
個
人
の
住
宅
取
得
等
の
助
成
な

ど
住
宅
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
ま

た
出
産
時
や
就
学
前
の
子
ど
も
の
あ
る
世

帯
や
小
・
中
学
生
や
高
校
生
の
世
帯
へ
の

各
種
助
成
に
よ
り
安
心
し
て
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
今
後
の
対
策

で
は
、
こ
れ
ら
第
４
次
総
合
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
事
業
の
う
ち
、
早
期
の
実
施
が

必
要
な
も
の
な
ど
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

そ
の
対
策
に
繋
げ
る
。

Ｑ
　
企
業
誘
致
を
進
め
る
考
え
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
企
業
誘
致
は
、
行
政
サ
イ
ド
の
情
報
だ

け
で
は
難
し
い
。
様
々
な
方
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
企
業
誘
致
に
関
す
る
内
容
を

吟
味
・
検
討
し
、
で
き
る
範
囲
で
支
援
し

た
い
。

Ｑ
　
今
後
の
町
づ
く
り
施
策
で
特
色
あ
る

観
光
資
源
の
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
本
町
の
観
光
資
源
は
、
十
勝
川
や
太
平

洋
海
岸
線
の
湖
沼
群
を
は
じ
め
高
山
植
物

や
野
鳥
、
河
川
敷
の
は
る
に
れ
の
木
な
ど

の
豊
か
な
自
然
。
そ
し
て
二
宮
尊
徳
縁
の

地
、
報
徳
の
お
し
え
を
受
け
継
ぎ
、
優
し

い
町
民
性
を
育
む
町
で
あ
り
、
こ
う
し
た

特
色
を
生
か
し
た
東
十
勝
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
事
業
や
こ
う
ふ
く
観
光
事
業
な
ど
を
通

じ
て
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
。

Ｑ
　
現
在
、
猟
友
会
が
中
心
と
な
っ
て
駆

除
を
行
っ
て
い
る
が
、
頭
数
が
減
少
し
て

お
ら
ず
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
。
国
、
道
に
対
し
、
大
規
模
な
駆
除

を
実
施
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
は
で

き
な
い
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
積
極
的
に
被

害
の
減
少
に
努
力
し
て
い
る
。
道
東
の
町

で
自
衛
隊
の
訓
練
と
連
携
し
て
駆
除
を
実

施
し
た
が
、
大
き
な
成
果
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
　
白
糠
町
で
実
施
の
駆
除
は
、
自
衛
隊

が
駆
除
し
た
の
で
は
な
く
、
鹿
を
見
つ
け

て
猟
友
会
に
知
ら
せ
た
だ
け
。
自
衛
隊
の

力
で
駆
除
を
実
施
で
き
な
い
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
自
衛
隊
は
国
防
が
主
で
鹿
の
駆
除
は
難

し
い
。
地
道
な
駆
除
対
策
を
継
続
し
て
個

Ｑ
　
福
祉
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
お
け
る
特
養

施
策
の
今
後
の
計
画
と
町
の
対
応
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
茂
岩
高
台
の
特
養
施
設
は
、
建
設
か
ら

33
年
程
経
過
し
、
早
急
な
建
替
え
の
検
討

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
建
替
に
は
膨

大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
福
祉
法

人
豊
頃
愛
生
協
会
の
建
設
計
画
が
ま
と
ま

れ
ば
、
町
の
財
政
支
援
も
計
画
で
き
る
。

Ｑ
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
灯
油
事
業
等

に
つ
い
て
の
今
後
の
考
え
方
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
者
か
ら
大
変

好
評
を
得
て
い
る
。
現
在
、
市
街
地
か
ら

の
距
離
に
よ
り
交
付
枚
数
に
差
を
付
け
支

給
し
て
い
る
が
、
今
後
に
お
い
て
は
、
季

節
に
よ
る
交
付
方
法
も
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
福
祉
灯
油
に
つ
い
て
は
、
年
間

使
用
量
を
定
め
一
定
量
を
支
給
し
て
い

る
。
灯
油
が
高
騰
し
て
も
、
そ
の
一
定
量

は
今
後
も
維
持
し
た
い
。

Ｑ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
︵
地

方
創
生
施
策
︶
の
今
後
の
考
え
方
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
度
に
５
パ
ー
セ
ン

ト
上
乗
し
、
今
年
は
町
制
施
行
50
周
年
記

念
で
25
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
と

し
て
発
行
し
た
。
国
・
道
の
交
付
金
等
が

今
年
度
限
り
と
の
情
報
も
あ
り
、
来
年
度

以
降
は
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
第
４
次

総
合
計
画
に
沿
っ
て
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
維

持
継
続
し
た
い
。

農
地
に
お
け
る
鹿
の
駆
除

対
策
は

坂
口
　
尚
示
　
議
員 

大
崎
　
英
樹
　
議
員 

体
数
の
抑
制
、
減
少
を
図
る
こ
と
が
現
実

的
。
そ
の
た
め
、
猟
友
会
の
充
実
の
た

め
、
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
へ
の
助
成
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
か

ら
３
年
間
、
電
気
柵
導
入
補
助
を
実
施
し

て
い
る
。

Ｑ
　
駆
除
し
た
数
よ
り
も
生
ま
れ
る
数
が

多
く
、
電
気
柵
を
導
入
し
て
も
下
草
を
こ

ま
め
に
刈
ら
な
い
と
効
果
が
な
く
、
絶
対

的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
十
勝
川
河
川

敷
地
に
は
柳
が
自
生
し
て
い
る
が
、
大
胆

に
伐
採
し
て
、
鹿
の
住
め
な
い
環
境
づ
く

り
を
す
べ
き
と
思
う
が
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
今
後
も
猟
友
会
と
協
議
、
支
援
を
し
な

が
ら
駆
除
の
努
力
を
し
て
い
く
。
自
衛
隊

へ
の
協
力
体
制
は
難
し
い
が
、
十
勝
町
村

会
、
近
隣
町
村
と
協
議
し
な
が
ら
鹿
の
駆

除
対
策
に
努
め
た
い
。

　
９
月
18
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
福
島
県
相
馬
市
議
会
佐
藤
議
長
、
谷
津

田
議
会
事
務
局
長
、
星
総
務
部
長
が
来
町

し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、相
馬
市
ゆ
か
り
の
二
宮
神
社
、

尊
親
翁
の
お
墓
を
参
拝
さ
れ
、
そ
の
後
、

ハ
ル
ニ
レ
の
木
な
ど
豊
頃
の
名
所
を
見
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
、
広
大
な
十
勝
平
野
の
風

景
と
畑
一
区
画
の
大
き
さ
に
驚
き
の
声
を

あ
げ
ら
れ
な
が
ら
当
町
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。

　
９
月
13
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
富
山
県
滑
川
市
議
会
議
員
15
名
全
員
が

来
町
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
と
よ
こ
ろ
産
業
ま
つ
り
に
参

加
し
、当
町
議
員
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
は
時
々
雨
の
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
岩
城
議
長
を
は
じ

め
議
員
の
み
な
さ
ん
は
当
町
の
特
産
品
の

秋
あ
じ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
か
ら
は
丹
頂
の
親
子
づ
れ

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
北
海
道
の
思
い
出

を
胸
に
当
町
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

滑
川
市
議
会
議
長
来
町

相
馬
市
議
会
議
長
来
町

尊親翁墓前にて

谷津田局長・佐藤滑川市議長・藤田議長・星部長

とよころ産業まつり

〔
8
月
〕

19
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
　
～
札
幌
市

24
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　︵
農
作
物
作
況
調
査
︶

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

〔
9
月
〕

２
日
　
第
３
回
定
例
会(

１
日
目)

　
　
　︵
補
正
予
算
、
そ
の
他
︶

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

３
日
　
第
３
回
定
例
会(

２
日
目)

　
　
　︵
決
算
認
定
︶

８
日
　
第
３
回
定
例
会(

３
日
目)

　
　
　︵
一
般
質
問
、
そ
の
他
︶

13
日
　
滑
川
市
議
会
議
員
来
町

18
日
　
相
馬
市
議
会
議
長
来
町

〔
10
月
〕

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
員
研
修
　
　
　
　
　
～
士
幌
町
　

30
～
31
日
　
札
幌
豊
頃
会
　
　
～
札
幌
市

◎
今
後
の
予
定

〔
11
月
〕

10
～
11
日
　
全
国
議
長
大
会
　
～
東
京
都

14
～
16
日
　
東
京
豊
頃
会
　
　
～
東
京
都

〔
12
月
〕

15
日
　
第
4
回
定
例
会
︵
１
日
目
︶

　
　
　︵
補
正
予
算
、
そ
の
他
︶

18
日
　
第
4
回
定
例
会
︵
２
日
目
︶

　
　
　︵
一
般
質
問
他
︶

21
日
　
第
4
回
定
例
会
︵
予
備
日
︶

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

群れで行動するエゾシカ

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽一
般
質
問
▽
議
会
日
誌

役
場
だ
よ
り


